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○洪水・津波浸水区域が広く分布し、大雪等の災害時に山陰道が通行止めになると、国道９号、国道４３１号等の東西方向の
幹線道路の負荷が増大するなど移動に大きな支障が発生。

○昨今の災害の激甚化・頻発化の観点から、災害時の交通を確保する強靭な高規格道路ネットワークの整備が早急に必要。

１．機能軸強化の方向性
～①災害時の交通確保～

E9

宍道湖

中海

⼭陰道通⾏⽌めにより国道9号に交通が集中
➡圏域の移動に⽀障

9

中海宍道湖圏域の北側は洪⽔・津波浸⽔想定区域が広がる
➡国道431号で通⾏⽌めの発⽣リスクが⾼い

平成30年2⽉豪雪時の状況 平成18年7⽉浸⽔の状況

佐陀川

境港市

431

中海宍道湖圏域の南側は洪⽔・津波浸⽔想定区域が広がる
➡国道9号で通⾏⽌めの発⽣リスクが⾼い

圏域北側の東⻄⽅向の主要幹線道路は
国道431号のみ
➡国道431号の負荷が増⼤し、移動に⽀障

圏域東側の主要幹線道路は国道431号のみ
➡国道431号の負荷が増⼤し、移動に⽀障

災害時の交通を確保する強靭な高規格道路ネットワーク整備

国道431号

平成23年豪雪時の状況

平成18年7⽉浸⽔の状況

玉湯町

宍道湖

凡例

既存の高規格道路ネットワーク

必要な高規格道路ネットワーク
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１．機能軸強化の方向性
～②産業振興～

＜道路交通の状況・課題等＞○中海・宍道湖圏域は、通勤・通学や物流などの企業活動において圏域内の結びが強く、鳥取県・島根県の経済を支える重
要な地域であるにもかかわらず、移動の速達性・定時性、重大事故の増加等の課題が存在。

○高速ICのアクセス性の低い圏域北側は工業団地の分譲率が低迷していること等から、産業振興に寄与する速達性・定時性・
安全性の高い高規格道路ネットワークの整備が早急に必要。

出雲市

松江市

境港市

安来市 米子市

日吉津村

境港

市街地・⾼速IC・港に近いエリアの
⼯業団地は殆どが分譲済み

・企業活動は圏域内の結びが強く、⿃取県・島根県の経済を⽀える重要な地域
・交通量も年々増加傾向。
・重⼤事故の件数も増加傾向。
➡東⻄⽅向は速達性・定時性、安全性に課題

工業団地（分譲率90%未満）

工業団地（分譲率90%以上）

工業団地（分譲済）

⾼速ICアクセス性が低く⼯業団地の分譲率が低迷
➡企業⽴地が課題

431

出雲〜松江〜境港~⽶⼦の移動は国道431号
に依存している
➡通勤や搬出⼊に課題
➡雇⽤確保や業務効率化を阻害

＜境港＞
■⿃取県⻄部や島根県松江・出雲
⽣活圏の物流拠点

■⽇本海側拠点港として機能拡充
が進み外貿コンテナ取扱は10年
で約2倍に増加

産業振興に寄与する速達性・定時性・安全性の高い
高規格道路ネットワーク整備

凡例

既存の高規格道路ネットワーク

必要な高規格道路ネットワーク

出典︓協同組合 安来鉄⼯センター
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１．機能軸強化の方向性
～③ゲートウェイ強化～

○境港は北東アジアとのゲートウェイとして近年港湾機能を拡充するなど高いポテンシャルを有しているにもかかわらず、高速ICの
アクセス性が日本海側重点港湾でワースト１位。米子鬼太郎空港・出雲縁結び空港も同様にアクセス性に課題。

○今後の地域発展のためにも、ゲートウェイ強化につながる空港・港湾のアクセス性を向上させる等の高規格道路ネットワークの
整備が早急に必要。

出雲市

松江市

境港市

安来市
米子市

日吉津村宍道湖
中海

9

境港

米子鬼太郎
空港

米子IC

＜境港＞
■北東アジアのゲートウェイとして港湾機能拡充が
進み、外貿コンテナ取扱は10年で約2倍に増加
■クルーズ船が年間53回寄港し、約4.6万⼈の外
国⼈が訪問(R1年)

出雲縁結び
空港

E9
宍道IC

＜⽶⼦⻤太郎空港＞
■年間搭乗者数69万⼈
(中国地⽅5位)
■⼭陰唯⼀の国際線
就航空港※

インバウンド観光の
拠点、世界への⽞関⼝
※⾹港/上海/ソウル・R3.3現在休⽌中

圏域南部は⼭陰道・国道9号により
⾼規格なネットワークが整備されている

境港市〜⽶⼦市の移動は
国道431号に依存
境港の⾼速ICアクセスは
⽇本海側重点港湾でワースト1位
➡境港へのアクセス性において、
速達性・定時性に課題

＜出雲縁結び空港＞
■年間搭乗者数105万⼈

（中国地⽅3位）
■東京/仙台/⼤阪/福岡など
国内線が充実、⼭陰の⽞関⼝

出雲縁結び空港、⽶⼦⻤太郎空港の両
空港ともに、アクセス時間に時間を要する。
➡空港へのアクセスにおいて、速達性・定時
性に課題

431

ゲートウェイ強化につながる空港・港湾のアクセス性を向上させる等の
高規格道路ネットワーク整備

凡例

既存の高規格道路ネットワーク

必要な高規格道路ネットワーク
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○コロナ禍によるクルーズ船寄港の取り止め、国内旅行の減少等、観光産業は危機的状況。出雲大社等の魅力的な観光地を
有するものの周遊観光に課題。

○今後、クルーズ船の寄港、観光旅行が復調した際には、立ち寄り先及び観光地での滞在時間拡大が課題となることから、
観光地間の移動時間短縮と定時性を確保し周遊観光を促進する高規格道路ネットワークの整備が早急に必要。

１．機能軸強化の方向性
～④周遊観光促進～

宍道湖

中海

E9
9

国道431号経由は
⼭陰道経由より距離は短いが
移動に時間を要する
➡圏域北側の周遊観光促進に課題

境港

431

9

境港からの移動に時間を要する
➡クルーズ船利⽤者の
⽴ち寄り先等の拡⼤が課題

国道431号経由は
⼭陰道経由より移動に時間を要する
➡圏域北側の周遊観光促進に課題

©鳥取県

431

出雲⼤社－松江城
約60分、約38km
（国道431号経由）

松江城－皆⽣温泉
約68分、約41km
（国道431号経由）

水木しげる
ロード

美保関

皆生温泉

足立美術館 あらエッサ

本庄

松江城

玉造温泉

一畑薬師

湯の川

日御碕

出雲大社

大社ご縁広場
広瀬・富田城

秋鹿なぎさ公園

松江城－皆⽣温泉
約57分、約39km
（⼭陰道経由）

観光地間の移動時間短縮と定時性を確保し周遊観光を促進する
高規格道路ネットワークの整備

出雲⼤社－松江城
約54分、約50km
（⼭陰道経由）

凡例

既存の高規格道路ネットワーク

必要な高規格道路ネットワーク



２．機能軸強化の方向性とりまとめ

中海・宍道湖圏域の
“８の字状の高規格道路ネットワーク”

中海・宍道湖圏域の
機能軸強化の方向性

・災害時の交通確保

・産業振興

・ゲートウェイ強化

・周遊観光促進

中海・宍道湖圏域の将来像を実現させるには、
中海と宍道湖をつなげる８の字状に、

４つの機能軸強化となる高規格な道路を
早急に整備することが必要である。
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